


目
次
●
平
成
２５
年
１２
月
号
Ｖｏｌ.
１１０

■
市
長
室
だ
よ
り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

■
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

…
…
…
…
…
…
３

■
市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

■
平
成
２６
年
度
幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）

入
園（
所
）児
募
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

■
シ
リ
ー
ズ
公
共
交
通
を
考
え
る
⑤

…
…
…
…
…
１０

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
紹
介

…
…
１１

■
た
う
ん
と
ぴ
っ
く
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２

■
新
着
図
書
紹
介

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１５

■
「
ジ
ョ
ー
ホ
ー
の
森
」

各
種
お
知
ら
せ

…
…
１６

■
昔
さ
ん
ぽ
・
や
す
ぎ
再
発
見
（
裏
表
紙
）

●
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
別
刷
り
）

12
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

能義地区から宇賀荘・大塚地区にかけて広がる能
義平野では、毎年 10 月下旬ごろになると、コハク
チョウが越冬のためシベリアなどから飛来するよう
になり、そのいたるところで見られる落穂をついば
む姿は、安来の冬の風物詩となっています。
近年、この能義平野において、農業の生産性向上
を目指す施策として、市では大区画ほ場の整備を推
進しています。水田を１区画あたり１ヘクタール（約
１町歩）規模に大きくし、水はけを良くするための
排水改善や、農道整備などを行うものです。これに
より、大型機械での作業が可能となり、集落営農組
織に農地を集約して組織的に取り組むことで耕作の
効率化が図られ、収益性の向上や耕作放棄地の解消
などにもつながるものと考えています。
これまでに能義第１地区と宇賀荘第１・２地区は
完成し、現在進めている能義第２地区と大塚地区の
事業が完了すると、約 600 ヘクタールにも及ぶ広
大なほ場となります。西日本でも例を見ない優良な
農業生産体制が整うこととなり、この先進的な取り
組みが、本市の農業生産力の向上に大きく貢献する
ものと期待しています。
その昔、オオクニヌシノミコトが国造りの最初に
稲作を始めた地と伝えられる能義平野を、さらなる
穀倉地へ。日本の農業は、担い手の高齢化、後継者
不足が叫ばれて久しいですが、このほ場整備の取り
組みが農業を支える安来の次世代農業への足掛かり
の一つとなるよう、引き続き担い手育成や生産基盤
の整備などに努め、関係機関などと連携し取り組ん
でまいります。

未来の自分や友だちへ贈る言葉を込
めました。
50年後もこの場所で、素敵な大人に
なって再会しましょうね。
（８ページに関連記事を掲載）
・撮 影 日 １１月８日
・撮影場所 飯島町
（第一中学校新校舎

正面玄関前）

今月の表紙
「５０年後に」

実りある農地を次世代に

大区画ほ場が広がる能義平野。
（平成２５年９月撮影）
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美
し
い
情
景
が
広
が
る
中
海
沿
岸
を
舞
台
に
、
第
９
回
な
か

う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
が
１１
月
３
日
、
和
鋼
博
物
館
前
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
１
４
４
１
人
、
１０
㌔
・
８

２
９
人
、
５
㌔
・
７
３
１
人
、
２
㌔
・
８
０
７
人
、
親
子
マ
ラ

ソ
ン
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
１
１
５
９
人
の
総
勢
４
９
６
７
人
。

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、

小
雨
が
降
る
中
、
沿
道

に
駆
け
付
け
た
市
民
の

応
援
を
受
け
、
晩
秋
の

安
来
路
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

大大好好ききななおお父父ささんんとと

笑笑顔顔ののゴゴーールル

中中海海護護岸岸をを
ウウォォーーキキンンググ

友友
だだ
ちち
とと

駆駆
けけ
るる

ススタターートト直直後後のの十十神神大大橋橋

ガガ
ンン
ババ
レレ
！！

仲仲
良良
くく

フフ
ィィ
ニニ
ッッ
シシ
ュュ

ゴゴ
ーー
ルル
直直
前前
のの

最最
後後
のの
力力
走走

３



沿
道
の
声
援
に
笑
顔
で
応

え
な
が
ら
１０
㌔
を
軽
快
に
走
っ

た
市
橋
さ
ん
。
大
会
前
日
の

２
日
に
は
、
安
来
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た

陸
上
教
室
の
講
師
を
務
め
ま

し
た
。（
市
陸
上
競
技
協
会
・

大
会
実
行
委
員
会
主
催
）

教
室
で
は
、
参
加

し
た
小
中
学
生
ら
約

６０
人
に
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
フ
ォ
ー
ム
を
指
導
。

「
腕
を
し
っ
か
り
振
る
こ
と

が
大
切
。
腕
は
こ
ぶ
し
１
個

分
開
け
、
腕
は
（
頭
上
か
ら

見
て
）『
ハ
の
字
』
に
振
る

よ
う
に
」、「
視
線
は
正
面
に

向
け
、
前
の
人
の
肩
を
見
る

イ
メ
ー
ジ
で
」
な
ど
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
夢
を
持
つ
こ
と

が
大
事
。
見
つ
け
た
ら
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

突
然
の
降
雨

厳
し
い
レ
ー
ス
に

大会を彩ったゲスト・ランナー

セセビビリリアア世世界界陸陸上上女女子子ママララソソンン

銀銀メメダダリリスストト 市市橋橋有有里里ささんん

た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が

ラ
ン
ナ
ー
の
背
中
を
後
押
し

桂桂 吉吉弥弥ささんん

みなさんハーフを完走
されたつわものです

安安来来市市ふふるるささとと大大使使
落落語語家家

３
回
目
と
な
っ
た
桂
さ
ん

は
５
㌔
に
出
場
。
こ
の
大
会

を
機
に
マ
ラ
ソ
ン
に
開
眼
さ

れ
、
い
ま
や
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

を
完
走
す
る
実
力
。
ラ
ン

ナ
ー
や
沿
道
の
人
に
語
り
か

け
な
が
ら
余
裕
の
ゴ
ー
ル
。

大大会会でで見見つつけけたた
個個性性派派ラランンナナーー

４



参
加
者
最
高
齢
で
５

㌔
を
完
走
し
た
宇
田
春

男
さ
ん
は
、
走
歴
は
な

ん
と
７０
年
以
上
。
今
で

も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
毎
日

欠
か
さ
な
い
と
い
う
ラ

ン
ニ
ン
グ
好
き
で
、
若
い
こ
ろ
か
ら
数
々
の
大
会
で
優
勝
し
、

マ
ス
タ
ー
ズ
で
は
日
本
記
録
を
塗
り
替
え
た
名
選
手
で
す
。

元
気
の
源
は
、
も
ち
ろ
ん
走
る
こ
と
。
自
ら
を
「
三
度
の
飯

よ
り
マ
ラ
ソ
ン
好
き
」
と
豪
快
に
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
ト
ッ
プ
の
選
手
が
帰
っ
て
き
ま
す
。
先

頭
は
安
来
市
の
安
松
さ
ん
」。
地
元
ラ
ン
ナ
ー
の
コ
ー
ル
に
会

場
は
大
き
く
沸
き
ま
し
た
。
安
松
伸
晃
さ
ん
は
、
一
日
に
平
均

２０
㌔
を
走
る
市
民
ラ
ン
ナ
ー
。「
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
適
度
に
あ

り
お
も
し
ろ
い
」
と
、
日
々
の
練
習
も
大
会
コ
ー
ス
を
愛
用
し

て
い
ま
す
。
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
で
２
位
以
下
を
大
き
く
引
き

離
し
て
の
勝
利
。

「
小
雨
が
心

地
よ
く
走
り
や
す

か
っ
た
」と
、疲

れ
を
感
じ
さ
せ

な
い
さ
わ
や
か

な
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

各
部
門
入
賞
者

（
敬
称
略
）

宇宇田田春春男男ささんん（（日日野野町町））

■問い合わせ…なかうみマラソン全国大会事務局（地域振興課内）℡２３‐３５００

■
ハ
ー
フ
女
子
５０
歳
以
上

２
位

大
高

一
彰

神
奈
川
県

３
位

入
江

秀
憲

米
子
市

走
り
続
け
る
９１
歳

１
位

永
海

昌
子

米
子
市

２
位

斧
谷

陽
子

鳥
取
市

３
位

矢
田

瑞
穂

松
江
市

５５キキロロのの部部

■
５
㌔
女
子
中
学
生

■
ハ
ー
フ
男
子
２９
歳
以
下

１
位

大
庭
こ
こ
ろ

米
子
市

２
位

畑

日
和

大
田
市

３
位

福
山

瑞
希

米
子
市

１
位

藤
本

翔
平

松
江
市

２
位

高
野

弘
之

出
雲
市

３
位

笹
野

忠
則

奥
出
雲
町

入賞されたみなさん、おめでとうございます！

■
１０
㌔
男
子
４５
歳
以
下

１
位

村
上

貴
亮

松
江
市

２
位

高
津

府
制

山
口
県

３
位

坂
根

智
也

安
来
市

■
５
㌔
女
子
４５
歳
以
下

■
ハ
ー
フ
男
子
３０
歳
代

１
位

高
木

明
美

出
雲
市

２
位

山
根

伸
子

松
江
市

３
位

山
根

早
紀

出
雲
市

１
位

安
松

伸
晃

安
来
市

２
位

森
山

浩
司

出
雲
市

３
位

矢
野

秀
明

松
江
市

■
１０
㌔
男
子
４６
歳
以
上

１
位

藤
原

栄
司

雲
南
市

２
位

中
澤

隆

米
子
市

３
位

井
上

光
弘

松
江
市

■
５
㌔
女
子
４６
歳
以
上

■
ハ
ー
フ
男
子
４０
歳
代

１
位

赤
堀

明
美

岡
山
県

２
位

魚
海

博
美

岡
山
県

３
位

長
恒

京
子

岡
山
県

１
位

田
中

賢
一

松
江
市

２
位

仲
西

宏

安
来
市

３
位

今
岡

俊
和

岡
山
県

大大
会会
のの
ヒヒ
ーー
ロロ
ーー

■
１０
㌔
女
子
４５
歳
以
下

輝輝
いい
たた

１
位

加
藤

崇
子

米
子
市

２
位

大
國
沙
輝
子

大
田
市

３
位

島
田

美
和

益
田
市

■
２
㌔
男
子
小
学
生
低
学
年

■
ハ
ー
フ
男
子
５０
歳
代

ハ
ー
フ
部
門
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル

１
位

長
崎

暖
大

安
来
市

２
位

池
谷

大
輝

松
江
市

３
位

折
戸

巧
磨

米
子
市

１
位

戸
崎

修
爾

松
江
市

２
位

綿
貫

知
之

山
口
県

３
位

川
島

建
司

出
雲
市

■
１０
㌔
女
子
４６
歳
以
上

１
位

畦
崎

仁
美

岡
山
県

２
位

青
木
ひ
と
み

益
田
市

３
位

桑
本

陽
子

大
山
町

■
２
㌔
男
子
小
学
生
高
学
年

■
ハ
ー
フ
男
子
６０
歳
以
上

１
位

磯
上
麻
沙
也

北
栄
町

２
位

山
根

孝
介

米
子
市

３
位

仲
佐

和
浩

安
来
市

１
位

林

武
男

松
江
市

２
位

余
村

篤
雄

松
江
市

３
位

青
木

豊
一

東
京
都

■
５
㌔
男
子
中
学
生

１
位

森

海
斗

米
子
市

２
位

富
田

崇
弘

安
来
市

３
位

富
田

晃
弘

安
来
市

優優勝勝

安安松松伸伸晃晃ささんん（（島島田田町町））

■
２
㌔
女
子
小
学
生
低
学
年

■
ハ
ー
フ
女
子
３５
歳
以
下

ハハーーフフ男男子子３３００歳歳代代

１
位

今
井

凪

安
来
市

２
位

日
野
山
咲
希

邑
南
町

３
位

板
持

紗
香

米
子
市

１
位

高
橋
さ
や
か

米
子
市

２
位

來
間

香
里

出
雲
市

３
位

日
笠

由
紀

松
江
市

■
５
㌔
男
子
４５
歳
以
下

１
位

川
上

大
輔

琴
浦
町

２
位

徳
安

裕
輔

鳥
取
市

３
位

川
本

乃
輔

出
雲
市

■
２
㌔
女
子
小
学
生
高
学
年

■
ハ
ー
フ
女
子
３６
歳
〜
４９
歳

１
位

中
林

亜
早

雲
南
市

２
位

矢
下

美
月

安
来
市

３
位

宇
田
川
奈
都
寧
安
来
市

１
位

古
家

雅
恵

滋
賀
県

２
位

塩
見

志
保

米
子
市

３
位

井
上

麻
美

米
子
市

■
５
㌔
男
子
４６
歳
以
上

１
位

門
脇
真
次
郎

松
江
市

５



安
来
市
消
防
本
部
で
は
、

救
急
体
制
の
充
実
・
強
化
を

図
る
た
め
１０
月
７
日
、
鳥
取

大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
ド

ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
同
２８
日

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
緊
急

薬
剤
や
医
療
機
器
を
装
備

し
、
医
師
や
看
護
師
が
救
急

現
場
へ
急
行
す
る
緊
急
自
動

車
お
よ
び
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
す
。

こ
の
度
の
協
定
は
、
本
年

５
月
に
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運

用
を
開
始
し
た
同
病
院
と
連

携
し
、
１
１
９
番
通
報
の
内

容
に
重
症
と
疑
わ
れ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
、
消
防
本
部
が
同
病
院
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
ド
ク

タ
ー
カ
ー
の
出
動
を
要
請
し

ま
す
。
そ
し
て
、
市
内
に
設

け
ら
れ
た
ド
ッ
キ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
（
合
流
地
点
）
で
、
消

防
署
の
救
急
車
と
合
流
し
、

そ
の
場
で
治
療
を
開
始
し
な

が
ら
傷
病
者
を
搬
送
し
ま
す
。

現
在
は
、
月
・
火
・
木
曜

日
の
日
中
時
間
帯
の
み
の
運

行
で
す
が
、
い
ち
早

く
医
師
が
駆
け
つ
け

て
、
救
急
現
場
で
即

座
に
初
期
診
療
が
開

始
で
き
る
こ
と
は
、
救
命
率

の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
に

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

●
原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施

中
国
電
力
株
式
会
社
島
根

原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
想

定
し
た
原
子
力
防
災
訓
練
を

１１
月
５
日
・
１０
日
、
島
根
原

発
か
ら
３０
㌔
圏
の
島
根
・
鳥

取
両
県
と
６
市
の
合
同
で
実

施
し
ま
し
た
。

▽
行
政
機
関
等
に
よ
る
初
動

対
応
訓
練
（
１１
月
５
日
）

中
国
電
力
か
ら
事
故
発
生

の
通
報
を
受
け
訓
練
開
始
。

市
で
は
、
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
て
運
営
訓
練
を
行

い
、
県
や
安
来
警
察
署
な
ど

の
防
災
関
係
機
関
と
の
通
信

連
絡
に
よ
る
情
報
収
集
や
伝

達
、会
議
の
開
催
、住
民
へ
の

広
報
な
ど
、
事
故
直
後
の
初

動
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
を
巡
回
し
て

空
気
中
の
放
射
線
量
を
測
定

す
る
訓
練
や
、
３０
㌔
圏
内
の

学
校
と
通
信
連
絡
な
ど
の
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

市
議
会
臨
時
会
が
１１
月
８

日
に
開
か
れ
、
新
し
い
議
会

の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▽
議

長
…
金
山
満
輝
氏

▽
副
議
長
…
田
中
武
夫
氏

▽
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

…
中
島
隆
夫
氏

※
詳
し
く
は
、
１１
月
２０
日
発

行
の
議
会
だ
よ
り
（
臨
時
号
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

いち早い治療開始で救命につなげます

ドクターカーの運用を始めました
鳥取大学医学部附属病院と協定締結

鳥鳥取取大大学学医医学学部部附附属属病病院院にに導導入入ささ
れれたた「「ドドククタターーカカーー」」。。

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを
お伝えします

改
選
後
初
の
安
来
市
議
会
臨
時
会
が
開
会

新
し
い
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

原
子
力
防
災
・
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

１０㌔
２０㌔

３０㌔
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▽
住
民
避
難
訓
練
な
ど

（
１１
月
１０
日
）

大
塚
町
自
主
防
災
組
織
の

参
加
で
行
い
ま
し
た
。

島
根
原
発
の
事
故
の
進
展

に
よ
り
避
難
指
示
が
出
さ
れ

る
と
、
住
民
約
５０
人
が
一
時

集
結
所
の
南
小
学
校
に
集
ま

り
、
バ
ス
で
伯
太
中
央
交
流

セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
ま
し
た
。

避
難
先
で
は
、
体
に
付
着

し
た
放
射
線
量
を
測
定
す
る

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
自
衛
隊

に
よ
る
除
染
活
動
の
実
演
、

放
射
線
の
知
識
な
ど
を
学
ぶ

学
習
会
な
ど
が
あ
り
、
参
加

者
は
、
原
子
力
防
災
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

●
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対

策
に
関
す
る
取
り
組
み

中
国
電
力
が
島
根
原
発
の

再
稼
働
に
向
け
、
安
全
審
査

を
申
請
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
、
島
根
原
発
か
ら
３０

㌔
圏
内
の
安
来
・
出
雲
・
雲

南
の
３
市
は
、
昨
年
に
続
き

原
発
の
安
全
対
策
に
関
す
る

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

１０
月
１８
日
は
中
国
電
力
に

対
し
、
立
地
自
治
体
並
み
の

原
子
力
安
全
協
定
の
締
結
を

要
求
。
１０
月
１７
日
に
は
島
根

県
知
事
に
対
し
、
立
地
自
治

体
並
み
の
安
全
協
定
締
結
に

向
け
た
取
り
組
み
へ
の
支
援

や
、
原
発
計
画
等
の
事
前
了

解
や
措
置
要
求
の
際
に
、
３

市
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
島
根
県
と
３

市
の
間
で
、
県
が
島
根
原
発

に
関
す
る
重
要
な
判
断
や
回

答
を
す
る
際
は
３
市
に
説
明

し
、
３
市
の
意
見
な
ど
を
付

し
て
回
答
す
る
な
ど
の
覚
書

を
交
わ
し
、
中
国
電
力
か
ら

の
回
答
は
、
継
続
し
て
協
議

し
た
い
と
す
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
国
へ
の
要

望
活
動
を
行
い
、
１１
月
６

日
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

上
田
長
官
と
経
済
産
業
省
の

立
岡
事
務
次
官
に
対
し
、
原

発
の
安
全
対
策
に
周
辺
自
治

体
の
意
向
が
反
映
で
き
る
制

度
の
創
設
や
、
電
力
事
業
者

と
周
辺
自
治
体
が
安
全
協
定

を
締
結
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

市
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
、
引
き

続
き
圏
域
自
治
体
と

連
携
し
働
き
掛
け
て

い
き
ま
す
。

市の災害対策本部会議の様子。
テレビ会議システムのモニター。
能義交流センターに可搬型のモニ
タリングポスト（放射線測定器）を
設置し、放射線量を測定。

（上）資源エネルギー庁で上田長官に要望書を
手渡す近藤市長。

（下）島根県庁で溝口知事に要望書を提出し、
要望の趣旨を伝える近藤市長。

（右）
（中）
（左）

（
上
）
一
時
集
結
所
の
南
小
学
校
に
向
か
う
大
塚
町
自
主
防
災

組
織
の
皆
さ
ん
。（
中
）警
察
車
両
の
先
導
で
避
難
先
へ
移
動
。

（
下
）
放
射
線
量
の
測
定
を
受
け
る
参
加
者
。
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老
朽
化
に
伴
う
第
一
中
学

校
の
校
舎
建
て
替
え
工
事
は

順
調
に
進
み
、
１１
月
中
に
は

し
ゅ
ん
工
、
３
学
期
か
ら
は

新
校
舎
で
の
授
業
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

新
校
舎
の
完
成
に
よ
り
、

市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

で
、
校
舎
の
耐
震
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
新
校
舎
の
瓦
に

生
徒
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

１１
月
７
日
・
８
日
、
新
校

舎
正
面
玄
関
の
屋
根
に
使
用

す
る
瓦
に
、
生
徒
が
「
未
来

の
自
分
た
ち
へ
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
書
き
入
れ
ま
し

た
。工

事
現
場
で
働
く
人
た
ち

が
、
完
成
間
近
の
新
校
舎
に

生
徒
の
思
い
を
込
め
よ
う
と

企
画
。「
今
元
気
？
」「
一
生

勉
強
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど

と
、
未
来
の
自
分
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
瓦

は
、
生
徒
代
表
の
５
人
か
ら

工
事
担
当
者
の
手
に
託
さ
れ

ふ

屋
根
に
葺
か
れ
ま
し
た
。

●
現
校
舎
お
別
れ
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
（
第
一
中
学
校
）

新
校
舎
へ
の
引
っ
越
し
に

伴
い
、
平
成
２６
年
１
月
か
ら

取
り
壊
し
が
始
ま
る
現
校
舎

の
見
学
会
を
行
い
ま

す
。（
事
前
申
込
不
要
）

▽
日
時
…
１２
月
１５
日

㈰
１０
時
〜
１５
時

▽
問
い
合
わ
せ
…
第

一
中
学
校
（
℡
２２‐

２
２
５
０
）

秦
精
工
株
式
会
社
（
本
社

黒
井
田
町
）
が
、
島
根
県
の

立
地
計
画
認
定
を
受
け
て
工

場
を
増
設
す
る
こ
と
と
な
り

１０
月
２３
日
、
島
根
県
庁
で
認

定
書
の
交
付
式
お
よ
び
、
同

社
・
島
根
県
・
安
来
市
の
３

者
が
、
立
地
計
画
の
円
滑
な

実
施
に
向
け
協
力
す
る
こ
と

な
ど
を
確
認
す
る
覚
書
の
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
社
は
、
日
立
金
属
株
式

会
社
安
来
工
場
の
高
級
特
殊

鋼
を
用
い
た
精
密
機
械
加
工

や
金
型
用
押
出
し
ピ
ン
の
製

造
を
主
に
手
掛
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
立
地
計
画
は
、
今

後
の
成
長
分
野
で
あ
る
航
空

機
産
業
へ
の
本
格
参
入
を
図

る
た
め
、
最
新
型
の
大
型
設

備
の
導
入
や
現
工
場
の
隣
接

地
に
新
工
場
を
増
設
し
て
設

備
増
強
を
図
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
操
業
後
３
年
間
で
５
人

を
新
規
雇
用
す
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

安
来
市
で
は
、
本
市
の
産

業
振
興
を
図
る
た
め
、
設
備

投
資
や
雇
用
拡
大

の
支
援
策
と
し
て
、

今
年
度
新
た
に
助

成
制
度
（
企
業
立

地
促
進
奨
励
金
）

を
創
設
し
て
お
り
、

今
回
の
立
地
計
画

に
対
し
て
適
用
し

ま
す
。

市市内内小小・・中中学学校校でではは最最後後のの耐耐震震化化事事業業

３３学学期期かからら授授業業開開始始予予定定

市市政政トトピピッッククスス

ままももななくく完完成成、、一一中中新新校校舎舎

工
場
を
増
設
し
航
空
機
産
業
に
挑
戦

秦
精
工
株
式
会
社
と

企
業
立
地
に
関
す
る
覚
書
を
調
印

約約９９４４メメーートトルルのの
直直線線廊廊下下。。

調印式の様子。（写真左から、溝
口知事、秦精工株式会社の秦康
人社長、近藤市長）

正正面面玄玄関関奥奥のの吹吹きき抜抜けけ空空間間。。
光光やや風風ななどどのの自自然然をを利利用用しし、、
学学校校のの一一体体感感をを創創出出ししまますす。。
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やすぎ保育園（ ６０人） みゆき保育園（１２０人）

ふたば保育園（１５０人） ひろせ保育園（１２０人） あゆみ保育園（ ３５人）

安来保育所 （ ８０人） 赤江保育所 （ ７０人） 城谷保育所 （ ９０人）

安田保育所 （ ８０人） 母里保育所 （ ６０人） 井尻保育所 （ ４０人）

赤屋保育所 （ ２５人） 広瀬保育所 （ ７５人） 布部保育所 （ ４０人）

比田愛育園 （ ４５人） ※赤江・城谷保育所は、指定管理者に管理運営を委託。

認定子ども園 荒島 荒島保育所（６０人）

飯梨保育所（６０人） 大塚保育所（６０人） 切川保育所（６０人）

※「認定こども園 荒島」は、荒島保育所と荒島幼稚園が一体となって就学
前の子どもに幼児教育・保育を提供します。

山佐児童館 （３０人）

５歳児
７０人（２学級）

１５人

※「認定こども園 荒島」は、荒島幼稚園と荒島保育所が一体となって、
就学前の子どもに幼児教育・保育を提供します。

各園とも５５人

４歳児
７０人（２学級）

１５人

３歳児
４０人（２学級）

５人

幼稚園名（問い合わせ）
（℡２２‐２１２９）

認定こども園荒島 荒島幼稚園
（℡２８‐８５１０）

（℡２２‐５３２５）
（℡２２‐２１１８）
（℡２２‐２２４４）
（℡３２‐２３８７）

安来幼稚園

島田幼稚園
宇賀荘幼稚園
能義幼稚園
広瀬幼稚園

幼稚園・保育所（園）・児童館

●●問問いい合合わわせせ
教教育育総総務務課課
℡℡２２３３--３３３３１１００

●●問問いい合合わわせせ
子子どどもも未未来来課課
℡℡２２３３--３３２２１１４４

開所（園）時間 ７時～１９時

（あゆみ保育園は
７時３０分～１９時３０分）

※延長保育は１８時～１９時
（あゆみ保育園は、
１８時３０分～１９時３０分）

申し込み 希望する幼稚園に申込書を

提出してください。

※現在入園中の園児についても、申し込
みが必要です。
※年齢別の申込者が４人未満、各園全体
で１０人未満の場合は、ほかの園など
への調整を行います。
※申込者が募集予定数を超える場合は、
調整を行います。（調整がつかないと
きは、現在の入園者を除く新規入園希
望者による抽選を行う場合があります）

申込書の設置場所

各幼稚園、市民課④窓口（安来庁舎）、

広瀬・伯太各地域センター（広瀬・

伯太各庁舎）、教育総務課（伯太庁舎）

保育料 入所児童の年齢と

保護者の前年分の税額な

どで決定します。

※延長保育の利用時間に応じ
て延長保育料が別途かかり
ます。

申し込みおよび申込書の設置場所 子ども未来課（広瀬保健センター）、希望する保育所（園）

・児童館、市民課④窓口（安来庁舎）、広瀬・伯太各地域センター（広瀬・伯太各庁舎）

※現在入所（園）中の児童についても、申し込みが必要です。

５歳児…平成２０年４月２日～平成２１年４月１日生
４歳児…平成２１年４月２日～平成２２年４月１日生
３歳児…平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生

募募集集期期間間 １１２２月月２２日日㈪㈪～～１１２２月月１１３３日日㈮㈮

市内在住で、保護者が仕事や

病気などのため、家庭で保育できない児童。

保育時間 ８時３０分～１４時
※預かり保育（１４時以降の保育）の時間は幼稚園により異なり
ます。詳しくは、各幼稚園までお問い合わせください。

保育料 年間９６，０００円（月額８，０００円）
※預かり保育の利用時間に応じて預かり保育料を加算します。

対象児童・定員など

対象児童

生後５７日～就学前児童

１歳～就学前の児童

３歳～就学前の児童

募集予定数など

保育所（園）

幼 稚 園
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「公共交通機関」とは、誰でも自由に利用できる交通機関のことで、市内では、

市が運営する広域生活バス（イエローバス）、民間が運営する路線バス、鉄道、

タクシーなどがあります。

今年度実施した「公共交通に関する住民アンケート」の結果では、普段利用す

る交通機関について、約７人に１人（１４．７％）がタクシーと回答しています。

タクシーは、路線バスなどとは異なり、時間の制約を受けない上に移動の自由度が高く、利用

者個人のニーズに柔軟に対応できる乗り物です。そして、私たちの生活や活動を支える、地域に

密着した大切な公共交通機関の一つです。

山間部などを中心に、交通が不便な地域などにおいて、市民の皆さんの移動を確保するためには、
バスとタクシーを組み合わせて効率的な運行を図ることも一つの方法です。現在、安来市ではアンケー
ト調査の結果を踏まえて、地域ごとの需要に応じた公共交通システムの検討を進めています。

市内には、タクシー事業者が６社
（７営業所）あります。
・車両台数…計３５台
・稼働率 …６７．９％（平成２４年度）

運行に余裕があり、利用者のニーズ
に応え易い状況です。

■市内のタクシー営業所分布

タタククシシーーもも大大切切なな公公共共交交通通でですす

日常の移動や公共交通について、ご意見をお寄せください。

■問い合わせ…市民参画課 ℡２３‐３０６９ ＦＡＸ２３‐３１５５

シリーズ ～公共交通を考える⑤～

▼住民アンケートでは、次のような声も寄せられました

１００％

地域別タクシー利用者の年齢構成（住民アンケートより）

タクシーを利用する人の約８割を 65歳以上が占めて
います。自宅から目的地への移動が容易であるタクシー
は、高齢者にとって重要な交通手段となっています。

山間部に住んでおり、たまに市街地に買い物にでます。帰り
は、重たい荷物を持って歩くのが大変なため、店からタクシー
営業所の前までバスで行き、そこからタクシーを使って
自宅まで帰ります。タクシーを利用する分、費用が掛か
るため、もう少しどうにかならないかと思っています。

※地域区分は右図参照。（安来地域は、市街化区域が集中し、
バスや鉄道など交通の便がよい「安来中海沿岸地域」と、
その他の「安来内陸地域」を分けて表示しています）

７５歳以上

８０％

４８．７．％

４１．０％

■高齢者の利用割合が高いタクシー

４７．０％

４７．９％

４９．２％

６０％

６５歳以上７５歳未満

２８．２％

４０％

３１．４％

２７．１％

３２．８％

３７．８％

２０％

６５歳未満

３０．８％

２５．０％

２１．６％

１８．０％

１３．５％

０％

全体

安来中海沿岸

安来内陸

広瀬

伯太
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特
色
あ
る
地
域
の
自
然
や

人
と
の
体
験
的
な
関
わ
り
を

通
し
て
、
感
動
や
達
成
感
を

味
わ
い
、
心
豊
か
な
感
性
と

意
欲
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
を
は

ぐ
く
む
た
め
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
体
験
活
動
を
親

子
で
行
う
こ
と
で
き
ず
な
を

深
め
、
地
域
を
愛
す
る
心
を

醸
成
し
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
安
来
港
・
な
ぎ
さ
公
園
清

掃
活
動（
６
月
第
２
日
曜
日
）

毎
年
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

安
来
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
な

ぎ
さ
公
園
周
辺
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
親
子
野
外
炊
飯
活
動（
７
月
）

な
ぎ
さ
公
園
で
テ
ン
ト
を

張
り
、
十
神
山
の
散
策
や
カ

レ
ー
作
り
、
ス
イ
カ
割
り
な

ど
野
外
活
動
を
楽
し
み
ま
す
。

▽
手
づ
く
り
教
室

小
学
生
を
対
象
に
開
催
。

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト・

陶
芸
・
ち
ま
き
づ
く
り
な
ど
）

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

中
海
や
安
来
の
美
し
い
景

観
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

を
目
的
に
、
読
書
を
通
じ
て

本
を
読
む
楽
し
さ
や
大
切

さ
、
言
葉
の
お
も
し
ろ
さ
、

（
絵
本
な
ど
の
）
色
彩
の
美

し
さ
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
本
の
読
み
聞
か
せ

小
学
校
や
保
育
所
・
幼
稚

園
に
出
向
き
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
人
形
劇
・
紙
芝
居
の
公
演

自
作
し
た
指
人
形
を
使
い
、

絵
本
の
お
話
を
基
に
し
た
人

形
劇
や
紙
芝
居
な
ど
の
公
演

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
七
夕
会
（
７
月
）・

ク
リ
ス
マ
ス
会
（
１２
月
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
人

形
劇
・
ゲ
ー
ム
な
ど
。

※
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時
…
１２
月
２２
日
㈰
１４
時
〜

場
所
…
安
来
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
本
に
関
す
る
講
演
会

大
人
に
読
書
の
良
さ
を
伝

え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
今
年
は
８
月
に
開
催
）

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

の
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１１５５

●問い合わせ
やすぎボランティア団体ネットワーク
事務局 （市民参画課内） ℡２３‐３０６７

豊
か
な
感
性
を
育
て
る

読
書
か
ら
世
界
を
広
げ
る

１１６６

皆さんに利活用していただくため、
ネットワークに加盟する団体をシリーズ
で紹介しています。

ＦＩＬＥ

わわ
くく
わわ
くく
子子
どど
もも
大大
会会

安安
来来
親親
子子
読読
書書

ササ
ーー
クク
ルル

ＦＩＬＥ

８

清掃活動

やすぎ

ボランティア団体
ネットワーク

本本のの読読みみ聞聞かかせせ

●
問
い
合
わ
せ

や
す
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
（
市
民

参
画
課
内
）

℡
２３‐

３
０
６
７

●
問
い
合
わ
せ

十
神
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

０
７
５
５
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こ さつ

1400 年以上の歴史を誇る古刹・清水寺で 10 月
19 日から 27 日までのうち４日間、参道や境内を
あんどんなどで照らす「清水寺灯（あかり）参道」
が行われ、参拝者は昼間とは違った幻想的な世界
を楽しみました。
夕暮れ時、参道や境内には広瀬和紙や藍染めを
使用した大小 250 個のあんどんが点灯。さらに、
本堂や三重塔、山門をライトアップして闇夜をほ
のかに照らす光の空間を演出しました。本堂では、
影絵と音楽を融合したミニコンサート、三重塔付
近の清凌亭では出雲鍛造燭台などの展示もあり、
訪れた人は、提灯を手に境内を散策し、光・お寺・
自然が調和した不思議な空間に浸りました。

ｂｊリーグのプロバスケットボールチーム島根ス
サノオマジックの公式戦が 10 月 20 日、安来市民
体育館で開催され、観戦に訪れた 1,148 人が、プ
ロ選手の激しく迫力のあるプレーを楽しみました。
京都ハンナリーズを迎えたこの試合は、中海・
宍道湖・大山圏域市長会（だんだんサミット）の
主催で開催。序盤からスサノオが攻守で圧倒しま
すが、次第に点差を詰められ、終了間際のシュー
トで劇的な逆転負け。勝利には手が届きませんで
したが、一進一体の好ゲームに、詰めかけた観客
は選手の一つ一つのプレーに大きな
歓声を上げていました。

（
右
）
提
灯
を
手
に
参

道
を
歩
く
参
拝
者
。

（
下
）
境
内
に
並
べ
ら

れ
た
高
さ
５０
㌢
の
あ

ん
ど
ん
。
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生涯学習と文化活動の拠点として、母里交流セン
ターと図書室などの複合施設である、はくた文化学
習館で 10 月 26 日、開館 10 周年を記念した講演会
が行われ、市内外から集まった約 140 人が、伯太地
域の神話や出雲弁について学びました。
始めに、歴史学者で荒神谷博物館館長の藤岡大拙
氏が、ユーモアを交え古事記や出雲国風土記などで
神話と密接につながる伯太の地を紹介。母里の地名
は、オオクニヌシノミコトが長江山に立ち、「この
国（出雲国）だけは私が守る」と宣言したことが由
来で、古来より人びとに愛されている場所であるこ
となどを話しました。続いて、テレビ番組などに出
演する白石勢津子さんと、舞台などで活躍する清原
眞さんによる出雲弁講座もあり、終始笑いの絶えな
い講演に、来場者は楽しみながらふるさと・伯太に
ついて理解を深めました。

古代出雲王陵の丘健康ウオークが 10 月 13 日、
同王陵の丘公園駐車場を主会場に開催され、約 500
人の参加者が、荒島地区の歴史や田園風景を楽し
みながら、心地良い汗を流しました。
荒島地区は、国指定史跡の古墳群が集まる古墳
の宝庫。コースに塩津神社古墳や仲仙寺古墳群な
どを巡る古墳コース（７㌔）が設けられるなど、
歩きながら地域の特色に触れることができます。
秋晴れとなったこの日は、王陵の丘山頂から望む
中海や島根半島などの景色が絶好で、足を止めて
は眺望を楽しむ人も多く見られました。また、完
歩後は、振る舞われたおにぎりや豚汁などに舌鼓
を打ち、楽しい一日を満喫しました。 荒島地区と地域間交流を行う東藤島地区（福井

県福井市）からも２３人が参加しました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

※郷土の歴史に精通している藤岡大拙氏の話と

あって会場は満員に。
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上吉田町にある広大な国有林をフィールドに
10 月 18 日、「ふれあい森林教室」が開催され、
南小学校 5年生 15 人が、森の持つ役割や自然
の大切さについて学びました。
この催しは、地元の吉田寿会と島根森林管理
署が毎年開催しており今年で 24 回目。教室で
は、記念植樹をはじめ、シイタケの植菌体験な
どが行われました。森の中で開催した森林教室
では、「鳥の声」、「いいにおいのするもの」「チ
クチクするもの」など 9つの項目の書かれたモ
ノを探すビンゴゲームが行われ、児童たちは五
感を研ぎ澄ませて自然と向き合い、豊かな森林
を体感していました。

地域などでスポーツの健全な普及発展に貢献し、
スポーツ振興に大きな功績があったとして、渡部良
さん（安来町）が、平成 25 年度生涯スポーツ功労
者表彰（文部科学大臣表彰）を受賞されました。
渡部さんは、平成１2年から社日地区の総合型地域
スポーツクラブの運営に関わり、スポーツ教室の開
催やシニア健康チェックを導入するなど、生涯を通
じて誰もがスポーツに親しめる環境づくりに尽力さ
れています。また、社日小学校校庭の芝生化事業で

ミリアン

は主導的役割を果たし、姉妹都市の韓国密陽市との
スポーツ交流に道筋を付けるなど、地域のスポーツ
振興のけん引役となっています。

野山が紅葉に染まり始めた山佐ダム体験交流
施設「やまびこ」周辺で 10 月 20 日、恒例の「き
のこ狩りの集い」が行われ、参加者はキノコ狩
りを通して山林の散策を楽しみました。
多くのキノコが自生する山佐ダム周辺で参加
者が約 2時間のキノコ狩りを終えると、会場に
は大小さまざま、色とりどりのキノコが勢ぞろ
い。中には、コウタケなどの高級タケや、水色
で貴重なソライロタケもありました。会場では、
キノコ汁やコウタケご飯などが販売され、参加
者はキノコ談義に花を咲かせなが
ら秋の恵みを満喫していました。

受賞報告のため近藤市長を訪れた渡部さん（左）

森森林林教教室室でで木木のの実実をを観観察察すするる児児童童

採採取取ししたたキキノノココはは

専専門門家家がが鑑鑑定定
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新新着着図図書書紹紹介介

僕らのニュースルーム革命堀潤
秀吉家臣団の内幕 滝沢弘康
ネコライオン 岩合光昭
長い猫と不思議な家族依布サラサ
今日も日暮里 片岡鶴太郎
代官山コールドケース佐々木譲
検察側の罪人 雫井脩介
〈お子さんのほん〉
笑顔の架け橋 藤本美郷
ひみつの花便り 田村理江
とことんトマトン 高山栄子

秘密 川嶋澄乃
水木しげるの不思議草子

水木しげる
親が子に教える算数‐絵を描か
せて考えさせよう‐ 光部武信
12 歳までが成功のカギ「頑張
れる子」の育て方 和田秀樹
〈お子さんのほん〉
うさぎラジオ 島村木綿子
アナベルとふしぎなけいと

ジョン・クラッセン

昼田とハッコウ山崎ナオコーラ
お伊勢ものがたり 梶よう子
偸盗の夜 澤田ふじ子
十一月に死んだ悪魔 愛川晶
スナックちどり よしもとばなな
とっぴんぱらりの風太郎

万城目学
ユニコーン 原田マハ
〈お子さんのほん〉
ぽんこちゃんポン！ 乾栄里子
でんしゃにのろう 斉藤洋
うまれたよ！アリジゴク 安田守

●郷土の伝統文化の継承に活用
中心市街地の活性化を目的に
活動する「やすぎのまち再生協
議会」（足立三樹夫会長）が、
宝くじの助成金を活用した㈶自
治総合センターのコミュニティ
助成事業により、鼕太鼓１張と和太鼓 10 張などを購入し
ました。
今後、保育園や幼稚園、小学校などに貸し出し、月の輪
神事をはじめとする伝統文化の継承に役立てていきます。
●落語の醍醐味に浸る
宝くじ文化公演「三遊亭円楽・春風亭昇太二人会」が 10
月 23 日、安来市民会館で開催されました。
人気のテレビ番組「笑点」でもおなじみの落語家の出演
とあって、チケットは早くから完売で、出演者の豊かで軽

妙な語り口が、満員となった会場を笑いの
渦に包んでいました。

●はくた図書室 平日の閉館時刻を１９時から１８時とします。

期間…１２月１日㈰～平成２６年３月３１日㈪

℡３７－００５０

和和太太鼓鼓にに触触れれるる安安来来幼幼稚稚園園のの園園児児。。

（上）春風亭昇太さん
（左）三遊亭円楽さん

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

臨臨時時休休館館・・閉閉館館時時刻刻変変更更ののおお知知ららせせ

℡３２－４４５５

●ひろせ図書室 蔵書点検のため、臨時休館となります。

期間…１２月１１日㈬～１２月１４日㈯

℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ
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